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厚生労働省大臣官房厚生科学課

令和６年能登半島地震における

厚生労働省の対応について

資料５



死者 重軽傷者 行方不明者

人数 299名 1,327名 ３名

都道府県名
住宅被害

全壊 半壊 床上浸水 床下浸水 一部破損

石川県 5,870 16,027 6 5 58,451

富山県 251 776 19,691

新潟県 106 3,774 14 17,342

その他 12 774

合 計 6.227 20,589 6 19 96,258

○住家被害（令和６年７月30日現在）

○人的被害（令和６年７月30日現在）

○ライフライン被害（令和６年７月30日現在）

○ 石川県を中心に、多数の家屋倒壊、土砂災害等により死者299名、重軽傷者1,327名の甚大な
被害

○ 電気、ガス、上下水道等のライフラインへの被害のほか、道路、鉄道等の交通インフラにも
甚大な被害が生じ、住民生活や中小企業、農林漁業や観光業等の経済活動にも大きな支障

最大戸数 復旧状況

電力 約44,160戸
安全確保等の観点から電気の利用ができない家屋

等を除き復旧。

水道 約136,440戸 早期復旧が困難な地区を除いて、断水解消。

輪島市内の火災被害の状況

穴水町内の地割れ被害の状況

令和６年能登半島地震における被害状況

出典：内閣府HPを基に厚労省作成
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＜医療支援＞
◆災害派遣医療チーム（DMAT）、災害派遣精神医療チー
ム（DPAT）等の医療チームや看護職員、薬剤師等の派遣

◆医療コンテナやモバイルファーマシーの活用

＜被災地における健康支援・感染症対策＞
◆保健師等チーム・災害時健康危機管理支援チーム
（DHEAT）の派遣

◆災害時保健医療福祉活動支援システム（D24H）等を活用
した避難所支援

◆被災地における栄養・食生活支援

◆災害時感染制御チーム（DICT）や国立感染症研究所等の
感染症専門家による避難所等の感染症対策

◆「石川こころのケアセンター」や「親子のための相談
LINE」等の相談窓口の開設

＜水道の復旧＞
◆全国からの給水車の出動による応急給水の実施

◆水道事業にかかる技術者派遣による応急復旧

＜医療保険等における特例措置＞
◆保険証がなくても、医療・介護・障害福祉サー
ビスを受けられる措置の適用

◆医療サービス等に係る支払いが困難な被災者に
対し、窓口負担の支払いの免除等

令和６年能登半島地震への厚生労働省の対応①

【石川県ＤＭＡＴ調整本部】 【ＤＭＡＴ現場活動（患者搬送）】

初動対応・応急対策（主な取組み）

＜福祉的支援等＞
◆避難所や1.5次避難所における災害派遣福祉チーム
（DWAT）の派遣及び介護職員等の応援派遣

◆1.5次避難所に避難している高齢者の県内外の福祉
施設への入所調整を実施。

【DICTの避難所ラウンドの様子】 【1.5次避難所内に設置したＤＷＡＴ
による「なんでも福祉相談コーナー」】 3



復旧・復興期の支援（主な取組み）

＜生活の再建に向けた経済的支援＞
◆社会福祉協議会が行う生活福祉資金貸付制度の特例措置

◆新たな交付金制度（※）の創設
※ 石川県内の６市町を対象に住宅半壊以上の被災をし
た高齢者世帯等を対象に家財や住宅再建費用を支援

＜雇用・労働に対する対応＞
◆地域の雇用対策等
・ 雇用調整助成金の特例措置の実施
・ 雇用保険の失業手当の特例措置の実施
・ 特別労働相談窓口の設置

◆中小・小規模事業者の支援

◆復旧作業に従事する労働者の安全と健康の確保

令和６年能登半島地震への厚生労働省の対応②

＜医療施設、社会福祉施設等の復旧＞
◆激甚災害の指定に伴う、施設復旧に係る補助基準額の
上限撤廃や補助率の引上げ等の特例措置

＜被災者の見守り等＞
◆保健師等による巡回訪問
・全国の自治体から保健師等が派遣され、避難所や自宅で
生活する被災者への巡回訪問や健康管理の支援及び避難所
等の衛生対策等を実施。

◆被災高齢者の把握
・被災された在宅の要介護高齢者等に対し、被災高齢者等
把握事業を活用し、ケアマネジャーなどが個別訪問等によ
り、早期の状態把握や必要な支援へのつなぎ等を実施。

◆被災者見守り・相談支援
・生活支援相談員が仮設住宅入居者等に対して個別訪問等
を行い、見守りや日常生活上の相談支援を行った上で被災
者を各専門相談機関へつなぐ取組を実施。

【労働者向けリーフレット（雇用保険の特例措置）】

【仮設住宅初回巡回訪問】 【仮設住宅におけるコミュニティ支援】

写真出典：令和６年能登半島地震災害看護プロジェクト活動報告
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取組概要

◼令和6年度より厚生労働省で本格運用することとしている「災害時保健医療福祉活動支援システ
ム（D24H）」について、発災直後より、避難所状況の把握のため機能の一部を解放し、石川県保
健医療福祉調整本部、保健所等で災害対応に活用。

◼避難所等で活動するDMATや保健師等がラピッドアセスメントシートの項目に沿って、避難所情報
を入力し、関係者間でリアルタイムに共有することで、避難所の衛生環境改善の取組等に繋げた。

◀ラピッドアセスメントシート
（※）により継続的に避難所
環境の評価を実施。
※スフィア基準により作成。

▲集約した情報を地図化

※ 能登半島地震では避難所情
報の集約機能のみ活用

災害時保健医療福祉活動支援システム（D24H）の活用による避難所支援

＜ラピッドアセスメントシート＞

＜D24Survey画面＞

医療施設、
DMAT活動情報

D24H
・災害情報
の集約

・情報の可
視化 等

集
約

＜D24Hの全体像＞

社会福祉施設情報

避難所情報（※）

新総合防災情
報システム

連
携

連
携

情
報
提
供

災害対応関係者
（D24の活用主体）

・厚生労働省
・都道府県/市町村
保健医療福祉調整
本部

・災害派遣保健医療
福祉チーム（DMAT、
保健師、DWAT等）

5▲避難所等の情報について、最大避難所数約４００件、情報入力・
更新回数延べ４５００件超。（R6.8.5時点）



災害診療記録／J-SPEED （ジェイ スピード）について

図１：災害診療記録 図3：J-SPEED統合集計報告書図２：J-SPEEDアプリ入力画面

運用の流れ

①医師等が
診療結果を
紙の「災害
診療記録」
に記録

本部に持ち
帰り、保管。
次チーム等
が閲覧

②ロジ係がス
マホ等で災害
診療記録から
「J-SPEED診療
日報」を作成

③本部等で各
チームの日報
データを集計
・分析し本部
活動に活用

災害診療記録：災害時に用いる個々の患者の診療を記録する紙様式。チーム間の継続診療を可能にした。

J-SPEED診療日報：災害診療記録に用意されたチェックボックスを集計し各チームの1日の診療内容をまと
めて報告するもの。各チームからの日報を集計することで被災地の医療ニーズの分布と推移が把握可能。
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